
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団  №218 

市議団ニュース
 

連 絡 先         2023年 ６月11日号 

杉野 修  58－9010  渡辺昌代 21－9058 

石田利春 52－7260  「日本共産党久喜市議団ブログ」 

【議員団控室（市役所５F）の  

住所・久喜市下早見８５－３】 

 

市議団ﾌﾞﾛｸﾞ
ぜひ訪問を 

イ
ン
ボ
イ
ス
実
施
中
止
！
教
員
の
長
時
間
過
密
労
働
解
消 

 

６月 
議会 緊急性のある意見書二本提出しました！ 

 

 
インボイス制度の実施の 
中止を求める意見書 

 

物価高騰が暮らしと営業に深刻な影響を与えている中、２０

２３年１０月１日から消費税の仕入税額控除方式としてイン

ボイス制度（適格請求書等保存方式）の実施に向け、昨年１０

月からインボイス発行事業者の登録申請が開始されています。

対象は、１１００万人を超えると見込まれ、農林水産業者、俳

優や劇団関係者、個人タクシーや軽輸送ドライバー、塾や音楽

教師、プロアスリート、シルバー人材センター会員など多岐 に

上ります。 

これまで年間の課税売上高が１０００万円以下であれば消

費税の納税は免除されていましたが、インボイス制度の登録事

業者になれば売上高にかかわらず納税義務が発生し、消費税免

税事業者はインボイスが発行できないため、課税業者との取引

から 排除され、廃業を余儀なくされる懸念があります。 

財務省はインボイス制度の導入で 

１６１万人の免税事業者が新たに課 

税事業者になり、２４８０億円の 

増収になると試算しています。 

同制度の導入は、日本商工会議所 

や全国中小企業団体中央会、日本税 

理士会連合会はじめ様々な団体・個 

人から、制度の廃止や実施延期を求 

める声が上がっています。 

 

 

「教職員の長時間過密労働の 

解消を求める意見書」を提出 
  

文部科学省では２０２２年度の教員勤務実態調

査をしています。それによると、過労死ラインの

６０時間を超える教員は中学校で３７％、小学校

で１４％にのぼっています。残業時間の上限とし

た「月４５時間」に達していた教員は中学校で７

７％、小学校で６４％に達していたと言う深刻な

現状です。 

 いま教育現場では過酷な働き方が原因で、学級

担当も見つからないなどの教員不足が深刻化し、

教員からは、「今、手を打たなければ学校が崩壊す

る」という強い危機感が表明されています。 

 教員の残業が常態化する大きな要因は残業代の

代わりに、給与月額の４％相当の調整額を支払う

ことを定めた「教職員給与特別措置法」の存在で

す。教員がいくら長時間働いても残業代が支払わ

れず「一日８時間労働」の原則がないがしろにさ

れていることです。 

 日本共産党市議団は、教職員の抜本的な定数改

善と「残業代不支給制度」の廃止を訴えた意見書

を６月議会に提出しました。 

  

6月 12日 

(月) 

本会議 開会 

議案の上程 

16日(金) 一般質問 

19日(月) 一般質問④杉野 

21日(水) 一般質問②渡辺 

22日(木) 一般質問③石田 

26日(月) 議案質疑 

27日(火) 総務 常任委員会 

28日(水) 福祉健康  〃                

29日(木) 建設上下水道 〃 

30日(金) 教育環境  〃 

７月 6日 

(木) 

最終日・意見書に対する質

疑 討論・採決等 

 

6月議会の日程 

2023.06.04 栗橋利根流域水防団による水防訓練が、権現

堂公園にて、団員 300名が参加し実施されました。台風２号に

よる集中豪雨から越谷市などでは床上浸水の被害が発生する中

での訓練となりました。 

注目したのは、訓練実施にあたって「奥利根の総雨量が 300

ｍｍに達すると予想」を想定していたことです。これまでの「利

根川の水位高」を基準として水防体制出動としていたことを考

えると早めの対策が講じられることにつながります。 
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渡
辺
ま
さ
よ 

 

液状化後も、安心して住み続けたい・南栗橋

ウ 

 

 

 

渡
辺
ま
さ
よ 

 

久
喜
市
所
久
喜
７
０
５―

３ 

 

石
田
と
し
は
る 

 

久
喜
市
栗
橋
東
５―

７-

21 

 

杉
野
お
さ
む 

 

久
喜
市
桜
田
３
丁
目
７
・
１
・
５
０
４ 

 

１ 

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト 

購
入
に
補
助
を 

 

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
令

和
５
年
４
月
か
ら
、
自
転
車
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ

れ
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
の

た
め
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
、
大
切
な

身
体
を
守
る
た
め
に
も
購
入
補
助

を
す
べ
き
。 

２ 

実
行
委
員
会
形
式
で
行
っ

て
い
る
各
種
祭
り
等
の
事
業

費
補
助
金
に
つ
い
て 

 

久
喜
市
で
は
、
各
種
実
行
委
員

会
形
式
で
行
う
事
業
に
は
補
助
金

を
出
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
皆
さ
ん
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
を
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
補
助
金
は
行
事
終

了
後
の
支
払
い
の
た
め
、
一
旦
団

体
責
任
者
等
が
立
替
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
事
前
に
補
助
で
き

る
よ
う
に
見
直
し
を
す
べ
き
。 

 

３ 

総
合
運
動
公
園
利
用
者
の 

送
迎
用
臨
時
バ
ス
の
運
行
を 

 

総
合
運
動
公
園
は
市
外
か
ら
も

多
く
の
方
が
利
用
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
運
動
公
園
ま
で
徒
歩
で

向
か
う
方
が
、
混
雑
か
ら
道
に
広

が
り
大
変
危
険
だ
と
市
民
の
方
か

ら
声
を
い
た
だ
い
た
。
大
会
な
ど

の
時
に
は
、
参
加
者
送
迎
用
の
臨

時
バ
ス
を
運
行
す
べ
き
。 

 

４ 

今
後
の
健
康
体
操
の 

充
実
を
進
め
よ 

 

今
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

「
健
康
づ
く
り
運
動
教
室
」
が
廃

止
さ
れ
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の

「
健
康
づ
く
り
事
業
」
と
統
合
す

る
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
保
健
セ

ン
タ
ー
事
業
は
予
算
を
増
や
し

充
実
ど
こ
ろ
か
、
削
減
さ
せ
て
い

る
。
一
方
、
総
合
運
動
公
園
の
改

修
整
備
や
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
は
100
億
円
も
か
け
る
な
ど
、
あ

ま
り
に
も
か
た
よ
っ
て
い
る
。 

運
動
機
能
回
復
や
介
護
予
防
対

策
に
も
っ
と
重
点
を
お
く
べ
き

で
は
な
い
か
。 

 

ま
た
、
新
ご
み
処
理
施
設
付
帯

設
備
の
建
設
で
、
新
た
な
施
設
を

作
る
中
で
は
、
現
在
あ
る
温
水
プ

ー
ル
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

廃
止
す
る
計
画
が
さ
れ
て
い
る
。 

高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
健
康

を
維
持
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
場
は
近
隣
に
あ
る
べ

き
だ
。
遠
い
場
所
に
な
り
、
費
用

も
か
か
れ
ば
高
齢
者
が
家
に
閉

じ
こ
も
り
、
か
え
っ
て
医
療
・
介

護
費
用
が
か
さ
む
こ
と
に
な
る
。

施
設
の
廃
止
は
中
止
す
べ
き
だ
。 

５ 

菖
蒲
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
改
修
の
進
捗
を
伺
う
。 

 

栗
橋
病
院
開
院
に
伴
う 

久
喜
市
の
対
応
に
つ
い
て 

 

開
院
に
向
け
久
喜
市
と
し
て
も 

６
０
０
０
万
円
の
財
政
的
支
援
を

実
施
し
て
来
ま
し
た
。
開
院
に
あ
た

り
問
題
は
な
い
か
質
問
し
ま
す
。 

公
共
交
通
デ
マ
ン
ド
交
通
の 

早
期
改
善
を
求
め
ま
す 

２
月
議
会
で
予
約
が
取
れ
な
い

問
題
や
、
鷲
宮
・
栗
橋
地
区
か
ら
、

新
久
喜
総
合
病
院
へ
直
接
い
け
な

い
問
題
、
旧
久
喜
市
に
も
デ
マ
ン
ド

交
通
エ
リ
ア
の
運
行
、
民
間
バ
ス
の

「
割
引
パ
ス
」
な
ど
課
題
解
決
を
求

め
て
来
ま
し
た
。
答
弁
で
は
、
前
向

き
の
答
弁
が
あ
っ
た
も
の
の
実
施

時
期
に
つ
い
て
は
「
今
後
検
討
」「
今

後
分
析
」
と
先
送
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
早
期
実
現
に
向
け
質
問
し
ま

す
。 

栗
橋
市
民
プ
ラ
ザ
建
設
の
行
方 

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
で
は

2024
年
度
建
設
予
定
が
、
2029
年
度
へ

と
変
更
案
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

建
設
場
所
は
「
し
ず
か
館
」
の
敷

地
が
広
く
、
に
ぎ
わ
い
創
出
か
ら
利

点
が
あ
る
と
し
、
有
力
な
候
補
地
で

し
た
。
し
か
し
、
栗
橋
駅
東
口
ま
ち

づ
く
り
エ
リ
ア
内
で
あ
り
、
協
議
が

必
要
と
し
て
来
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
経
過
と
体
育
館
や
運

動
場
の
代
替
え
施
設
な
ど
確
保
さ

れ
る
の
か
心
配
さ
れ
ま
す
。
市
の
見

解
を
問
い
ま
す
。 

 

高
齢
に
伴
う
難
聴
者
に
対
し
て
の
支
援
策 

補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度
創
設
を 

こ
れ
ま
で
補
聴
器
購
入
の
補
助

制
度
創
設
を
求
め
て
来
ま
し
が
「
考

え
て
い
な
い
」
と
の
答
弁
で
す
。
し

か
し
、
補
聴
器
助
成
制
度
は
全
国
で

も
143
の
自
治
体
へ
と
拡
が
っ
て
来

て
い
ま
す
。
先
進
地
の
事
例
を
示

し
、
久
喜
市
で
も
補
聴
器
購
入
助
成

制
度
の
創
設
を
求
め 

質
問
し
ま

す
。 地

域
新
電
力
の
早
期
設
立
に 

む
け
た
取
り
組
み
は 

久
喜
市
新
電
力
の
立
ち
上
げ
は

電
力
契
約
の
更
新
時
を
目
安
に
す

る
。
新
電
力
会
社
の
電
力
調
達
先
に

つ
い
て
は
、
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
、

新
ご
み
処
理
施
設
に
お
け
る
発
電

も
検
討
す
る
。
公
共
施
設
に
お
け
る

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
つ
い

て
は
可
能
な
場
所
な
ど
検
討
し
て

行
く
と
し
て
い
ま
し
た
。 

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
取

り
組
み
で
も
あ
り
、
早
期
設
立
を
求

め
質
問
し
ま
す
。 

JR
栗
橋
駅
西
口
の 

ト
イ
レ
洋
式
化
を
求
め
る 

久
喜
市
は
、
ト
イ
レ
を
和
式
か
ら

洋
式
に
転
換
す
る
施
策
を
進
め
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
多
い
栗
橋
駅
西

口
の
男
子
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
優

先
す
べ
き
と
求
め
ま
す
。 

  

◆
５
月
の
「
召
集
会
議
」
で
は
市
役

所
本
庁
の
ト
イ
レ
排
水
管
が
つ

ま
り
、
１
階
か
ら
５
階
ま
で
の
ト

イ
レ
が
使
用
不
能
に
な
っ
た
原

因
が
「
４
３
年
間
に
わ
た
り
十
分

に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
こ
な
か

っ
た
」
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
。 

◆
６
月
議
会
で
は
、
さ
ら
に
①
「
ビ

ル
衛
生
管
理
法
」
に
基
づ
い
て
市

役
所
の
清
掃
・
営
繕
の
契
約
を
市

と
か
わ
し
て
い
る
事
業
者
と
ど

の
よ
う
な
業
務
を
委
託
し
て
い

る
の
か
。
管
理
営
繕
の
内
容
を
。 

②
ま
た
、「
建
築
基
準
法
第
１
２
条
」

で
の
排
水
管
設
備
の
点
検
を
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
久
喜
市
。
法

定
通
り
「
３
か
月
に
一
度
の
間
隔

で
点
検
を
し
て
い
れ
ば
こ
ん
な

大
事
故
に
は
な
ら
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。 

③
こ
の
間
の
顛
末
、
経
緯
、
原
因
対

策
を
市
民
、
議
会
に
報
告
す
る
こ

と
。 

④
各
種
法
律
の
定
め
に
あ
る
通
り

「
定
期
的
に
点
検
す
る
」
「
契
約

を
正
し
て
十
分
な
営
繕
体
制
に

す
る
こ
と
」 

 

を
求
め
ま
す
。 

 

 

政
府
は
、
来
年
秋
か
ら
の
「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
へ
の
切
り
替
え
を
強

行
的
に
進
め
て
い
る
。 

 

し
か
し
こ
の
間
日
本
中
で
「
個

人
情
報
が
洩
れ
て
い
る
。
」
「
他
人

の
住
民
票
が
出
て
き
た
」
な
ど
の

個
人
情
報
が
「
い
と
も
簡
単
に
漏

洩
し
て
い
る
」
と
の
報
告
が
絶
え

な
い
。 

 

そ
の
事
実
を
総
務
省
に
問
い
合

わ
せ
る
と
、
今
度
は
「
そ
れ
は
厚
労

省
に
聞
い
て
」
「
デ
ジ
タ
ル
庁
に
」

と
た
ら
い
回
し
も
き
り
が
な
い
。 

 

各
所
で
「
誤
登
録
」
な
ど
の
ミ
ス

が
相
次
い
だ
。
し
か
し
甲
の
デ
ジ

タ
ル
大
臣
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ

ー
は
人
間
が
や
る
の
で
つ
き
も
の

だ
」
と
無
責
任
な
答
弁
。
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
問
題
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

不
安
で
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
作
り
た
く
な
い
。」
と
す
る
市
民

の
声
を
尊
重
す
る
行
政
で
あ
る
べ

き
で
す
。 

「
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
申
請
す
れ
ば 

ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
よ
」
と
ば

か
り
に
利
益
誘
導
し
て
き
た
。
こ

れ
で
は
『
任
意
取
得
の
原
則
』
を
壊

す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
」 

「
紙
の
保
険
証
も
、
国
の
責
任
で
、

ず
う
っ
と
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。」
こ
れ
が
国
民
の
切
実
な
声

で
す
。 

 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
欠
陥
を
洗
い
出
し
、 

安
心
で
き
る
制
度
に 

市
役
所
の
漏
水
事
故
は

長
期
間
の
放
置
が
原

因
！ 

法
の
順
守
を
！ 

市民の要望実現に向け 一般質問通告しました 


